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要旨 

 本市の中原区付近はヘリコプター等の飛行経路下であり、また北部地域は厚木飛行場や調布飛行場等から発着す

る航空機の飛行経路下であることから、地域住民から航空機騒音に関する苦情が多く寄せられている。特に戦闘機

等の軍用機による航空機騒音が地域の環境に及ぼす影響は大きく、飛行経路下の地域住民から問題視されている。

このことから、麻生区には2005年11月から麻生一般環境大気測定局に、中原区には2006年4月から中原一般環境

大気測定局に航空機騒音観測装置を設置して観測を開始した。 

2008 年度の中原区における全種別の航空機の騒音レベル（パワー平均値）は 71.5dB であり、ヘリコプター類と

判別された航空機も同じであった。また、麻生区における全種別の航空機の騒音レベル（パワー平均値）は69.3dB

であり、戦闘機類と推測される航空機は74.7dBであった。なお、戦闘機類と推測される航空機の観測回数は米軍横

須賀海軍基地への空母寄港時に多い傾向を示しており、艦載機による訓練が行われていたものと推測できた。 
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１ はじめに 

本市南部域は、東京国際空港の北風時におけるＡ滑走

路の左旋回離陸機が、早朝時に川崎区上空を飛行してい

るほか、中原区付近は東京国際空港や東京へリポート等

を発着するヘリコプター等の航空機の飛行経路となって

いる。北部地域は厚木飛行場等から発着する在日米軍や

自衛隊の軍用機、調布飛行場から発着する小型民間機等

の飛行経路下にもなっている。そのため、ヘリコプター

等から発せられる航空機騒音に関する苦情が寄せられて

おり、特に米軍の戦闘機類から発する航空機騒音につい

ては、飛行経路下の地域住民から問題視されている。 

このことから、本市域は航空機騒音に係る環境基準の

地域指定を受けていないが、本市における航空機騒音の

実態を把握するため、麻生区には2005年11月から麻生

一般環境大気測定局に、中原区には2006年4月から中原

一般環境大気測定局に航空機騒音観測装置を設置して観

測を開始した。 

 本稿では、2008年度の中原区と麻生区における航空機

の観測結果について報告する。 

 

２ 調査方法 

2.1 調査期間及び調査地点 

2.1.1 調査期間 

・中原区 

2008年４月１日から2009年３月31日まで 

・麻生区 

  2008年４月1日から2009年３月31日まで 

 

※１ 環境局環境対策部交通環境対策課 

 

2.1.2 調査地点（図１） 

・中原区 

中原区小杉町３-245 

（中原区役所保健福祉センター） 

環境局中原一般環境大気測定局 

   （用途地域：商業地域） 

・麻生区 

  川崎市麻生区百合丘２-10 

    環境局麻生一般環境大気測定局 

   （用途地域：第1種低層住居専用地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 調査地点 

 

2.2 観測装置 

 航空機騒音観測装置では、観測の対象となる航空機の

識別能力が重要視されるが、本市で使用した観測装置は、

航空機が航空管制の際に発する応答信号（トランスポン

ダー信号）の電波を受信し、その電波の強度等や航空機

の発する騒音レベルから接近する航空機を識別する方式

となっている。また、この観測装置は、識別情報からヘ

リコプター類による飛行を判別することが可能であると



  

 

ともに、麻生区では、現地調査と識別情報から戦闘機類

等の航空機の種別を推定し、観測に活用している。なお、

中原区及び麻生区で使用した観測装置は、図２及び図３

のとおりである。 

 

・中原区（図２） 

DL-90/PT（日東紡音響エンジニアリング㈱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 航空機騒音観測装置 

 

・麻生区（図３） 

  DL-100/PT（日東紡音響エンジニアリング㈱） 

  

図３ 航空機騒音観測装置 

 

2.3 測定及び評価方法 

 測定は、航空機の発する応答信号の電波を受信し、か

つ、航空機の発する騒音レベルのシキイ値と騒音継続時

間が設定以上に観測された場合について記録した。なお、

中原区と麻生区では、周辺の環境騒音の違い等から、観

測装置の設定は同一ではない。 

評価は、観測対象ごとの各月及び年間の観測回数、観 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

測した航空機ごとの騒音レベルのピークレベル（時間重

み特性：SLOW）の観測対象ごとの各月及び年間のパワー

平均とした。 
 なお、観測装置への記録選択となる騒音レベルのシキ

イ値及び騒音継続時間の初期設定は、観測装置の製造メ 
ーカーにおける観測実績を踏まえ、本市担当者と協議の 
うえ暫定値を決定し、その後は、観測状況をみながら調

整を行った。 
 
３ 観測結果 

3.1 中原区における観測結果 

中原区付近は東京国際空港や東京へリポート等を発

着する航空機の飛行経路となっており、特にヘリコプタ

ー類の航空機による航空機騒音について、地域住民から

苦情が寄せられている。そこで、中原一般環境大気測定

局に航空機騒音観測装置を設置して、上空を通過する全

種別の航空機とヘリコプター類と判別された航空機の観

測回数と騒音のピークレベルのパワー平均について 24

時間の無人による観測を行った。なお、平成20年度にお

いては、８月から12月にかけて、落雷等による停電の影

響により、停電発生から観測装置の再起動時までが欠測

となった日があり、９月については僅か３日間の観測と

なってしまった。 

観測結果及び騒音レベルごとの観測頻度は、表１及び

図４のとおりであった。なお、観測回数はすべての観測

日を対象としたが、観測装置の停止日と観測装置の再起

動日については、観測回数の平均及び騒音レベルのピー

クレベルのパワー平均の集計の対象外とした。また、９

月に関しては、観測日数が少ないことから、騒音レベル

の観測結果については参考値とした。 

 表１の観測結果より、９月を含む観測期間内における

全種別の航空機の観測回数の合計が2165回、９月を除く

１日平均が6.7回であり、１日平均は昨年度の7.0回と

比べて若干少なかった。なお、１日平均の観測回数の推

移をみると、最も多い３月の9.8回に対し、最も少ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総数 1日平均 パワー平均 最大値 総数 １日平均 パワー平均 最大値

4 224 7.5 72.0 82.8 216 7.2 72.0 82.8 96
5 167 5.4 71.2 83.0 162 5.2 71.2 83.0 97
6 119 4.0 70.3 82.7 116 3.9 70.5 82.7 97
7 202 6.5 72.0 88.0 202 6.5 72.2 88.0 100
8 182 6.3 69.5 79.7 174 6.0 69.8 79.7 96
9 16 ― (67.9) (73.7) 16 ― (67.9) (73.7) 100
10 174 7.0 70.9 81.3 172 6.9 71.2 81.3 99
11 266 9.5 70.4 82.1 253 9.0 70.8 82.1 95
12 195 7.2 72.8 88.6 190 7.0 72.4 88.6 97
1 149 4.8 72.4 84.7 140 4.5 71.6 84.7 94
2 168 6.0 72.8 83.5 159 5.7 71.9 83.5 95
3 303 9.8 71.4 84.5 297 9.6 71.7 84.5 98

合計 2165 2097
平均 180 6.7 71.5 175 6.5 71.5 97

観測回数（回） 騒音レベル（dB）

表１　中原区における航空機騒音観測結果

観測月
すべての航空機 ヘリコプター類の航空機 ヘリコプ

ター類の
観測比率

(%)

観測回数（回） 騒音レベル（dB）



 

 

６月は4.0回と2.45倍の差があり、昨年度の1.45倍よ

り増加していた。なお、観測回数は観測月によって大き

な変動があり、最も多かったのが３月の303回であった。

また、ヘリコプター類の観測回数をみると、観測回数の

合計が2097回であった。全種別の航空機との観測回数の

比率は 97%と昨年度と同じであり、観測した航空機のほ

とんどをヘリコプター類の航空機が占めていた。 

騒音レベルは、全種別の航空機のピークレベルの最大 

値が 88.6dB、観測期間内のパワー平均値が 71.5dB であ

り、観測期間内のパワー平均値は昨年度の71.4dBとほぼ

同じであった。また、騒音のピークレベルの観測頻度で

は、66.1dBから68.0dBが538回（全体の24.8%）であり、

64.1dBから74.0dBの範囲で全体の84.6%を占めていた。

次に、ヘリコプター類についてみると、観測期間内のピ

ークレベルの最大値が88.6dBであったが、パワー平均で

は71.5dBと全ての種別の航空機と同じであった。なお、

毎月のピークレベルの最大値は、ヘリコプター類による

航空機によって観測されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 麻生区における観測結果 

 本市の北部地域は、米軍や自衛隊の各種軍用機や調布

飛行場を発着する民間機の飛行経路となっており、特に

米軍の戦闘機類から発する航空機騒音については、地域

住民から問題視されている。そこで、麻生一般環境大気

測定局に航空機騒音観測装置を設置して 24 時間の無人

観測を行い、上空を通過する全種別の航空機と米軍の戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

闘機類と推測される航空機の観測回数及び騒音レベルの 

観測を行った。なお、米軍の戦闘機類の識別については、

３日間行った現地調査より戦闘機類に共通する識別情報

から戦闘機類の航空機を推定した。しかし、８月には隣

接する公園からの蝉等の鳴き声による影響があり、観測

に若干の影響があった。麻生区における結果は、表２の

とおりであった。 

 表２の観測結果より、４月から３月の観測期間内にお

ける全種別の航空機を対象とした観測回数の合計は

9071回であり、最も多かったのが1月の967回であった。

そして、1日の平均観測回数は、観測期間内の平均で24.9

回であり、昨年度の19.0回より増加していた。次に、戦

闘機類と推測される航空機をみると、観測期間内の観測

回数の合計が222回であり、昨年度の342回より減少し

た。観測回数が最も多い２月の54回に対し、最も少なか

ったのは８月の０回であった。 

 そこで、戦闘機類と推測される航空機の観測回数と、

米軍横須賀海軍基地に空母が寄港した日数の関係を調べ

たところ図５のとおりであった。図５より、空母の寄港

日数が多い月に戦闘機類と推測される航空機の観測回数

が増える傾向が確認された。これより、戦闘機類と推測

される航空機の観測回数が多い月では、米軍空母艦載機

による訓練が行われたものと推測できた。なお、米軍横

須賀海軍基地では、９月から空母がキティーホークから

ジョージ・ワシントンへと交替されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４　騒音レベルの発生頻度（中原区）
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図５　戦闘機類と推測される航空機の観測
回数と空母寄港日数の関係
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観測回数
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総数 1日平均 パワー平均 最大値 総数 1日平均 パワー平均 最大値
4 919 30.6 68.6 90.8 29 1.0 76.7 90.8
5 810 26.1 68.5 85.1 35 1.1 75.9 85.1
6 597 19.9 67.3 85.5 3 0.1 68.8 71.1
7 665 21.5 67.4 83.8 2 0.1 66.1 68.6
8 185 6.0 72.7 87.2 0 0.0 ― ―
9 554 18.5 68.4 81.8 5 0.2 66.0 73.0
10 893 28.8 67.3 86.8 3 0.1 67.2 72.7
11 864 28.8 67.8 86.4 7 0.2 72.2 80.8
12 866 27.9 68.6 87.6 24 0.8 70.8 82.6
1 967 31.2 70.1 94.0 34 1.1 79.2 89.7
2 901 32.2 70.2 87.7 54 1.9 78.9 87.7
3 850 27.4 70.8 87.3 26 0.8 74.2 82.4

合計 9071 24.9 69.3 222 0.6 74.7

表２　麻生区における航空機騒音観測結果

観測月
すべての航空機 戦闘機類と推測される航空機

観測回数（回） 騒音レベル（dB） 観測回数（回） 騒音レベル（dB）



  

 

 騒音レベルは、全種別の航空機の観測期間内における

パワー平均値が69.3dBであり、昨年度の72.4dBより若

干小さい結果であった。また、ピークレベルの最大値で

も94.0dBを観測しており、昨年度の100.6dBより小さい

結果であった。しかし、識別情報の現地調査から、どち

らも軍用機類である可能性が高い。また、騒音レベルご

との観測頻度は、図６のとおりであった。図６より、最

も多く観測されたのが62.1dBから64.0dBの1596回（全

体の18.0%）であり、56.1dBから72.0dBの範囲が91.3%

を占めていた。 

次に、戦闘機類と推測される航空機のパワー平均値は

74.7dB であり、昨年度の77.3dB より2.6dB 小さく、全

ての航空機のパワー平均値よりは5.4dB大きい結果であ

った。なお、ピークレベルの最大値は90.8dBと昨年度の

94.3dBに比べて若干小さい結果であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめ 

1) 中原区における全種別の航空機の観測回数の合計は

2165 回であり、そのうちヘリコプター類の航空機は

2097 回と全種別の航空機の観測回数の 97%を占めてい

た。また、騒音レベルは、全種別の航空機の観測期間

内のパワー平均値が71.5dBであり、ヘリコプター類の

航空機と同じであった。なお、観測期間内のピークレ

ベルの最大値は88.6dBであり、ヘリコプター類の航空

機により観測されており、中原区においてはヘリコプ

ターによる影響が大きいことが確認された。 

2) 麻生区における観測期間内の全種別の航空機の観測

回数は9071回であり、そのうち戦闘機類と推測される

航空機の観測回数は222回であった。なお、戦闘機類と

推測される航空機の観測回数は米軍横須賀基地への空

母寄港時に増加しており、艦載機による訓練が行われた

と推測できた。また、騒音レベルは、観測期間内におけ

る全種別の航空機のパワー平均値が69.3dBなのに対し、

戦闘機類と推測される航空機のパワー平均値は 74.7dB

と全種別の航空機より5.4dB大きかった。観測中、最も

大きな94.0dBの騒音レベルを観測した航空機について

は、これまでに実施した識別情報の現地調査から、軍用

機による可能性があり、今後更に調査をする必要がある。 

3) 本市の観測装置は、航空機が航空管制の際に発する応

答信号（トランスポンダー信号）の電波を受信し、その

電波の強度等と騒音レベルから接近する航空機を認識

する方式となっており、設定された騒音レベルのシキイ

値及び騒音継続時間以上の航空機を識別して記録して

いるが、自動車騒音などの影響を受け、航空機による騒

音の判断に苦慮することがある。今後観測対象とする航

空機を効率良く選択すべく観測装置の設定等に関する

調整技術を確立させたい。 
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図６　騒音レベルの推移（麻生区）
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